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第２次垂水市男女共同参画基本計画 素案と最終案との変更対照表 

項 最終案 素案 

 目 次 

第２章 計画の基本的な考え方 

１ 基本理念 

２ 基本目標 

３ 重点目標 

４ ＳＤＧｓについて 

５ 計画の体系 

 

第３章 計画の内容 

１ 男女共同参画社会の形成に向けた教育・学習の推進 

２ 政策・方針決定過程への男女共同参画の推進 

（女性活躍推進計画Ⅰ） 

３ すべての人が能力を発揮できる就業環境の整備の促進 

（女性活躍推進計画Ⅱ） 

４ 生涯を通じた健康支援 

５ 人権を侵害するあらゆる暴力の根絶 

（垂水市配偶者等からの暴力の防止及び被害者支援計画） 

６ すべての人が安心して暮らせる環境の整備 

７ 地域コミュニティにおける男女共同参画の推進 

目 次 

第２章 計画の基本的な考え方 

１ 基本理念 

２ 基本目標 

３ 重点目標 

４ ＳＤＧｓの推進 

５ 計画の体系 

 

第３章 計画の内容 

１ 男女共同参画社会の形成に向けた教育・学習の推進 

２ 政策・方針決定過程への男女共同参画の推進 

（女性活躍推進計画Ⅰ） 

３ 男女ともに能力を発揮できる就業環境の整備の促進 

（女性活躍推進計画Ⅱ） 

４ 生涯を通じた男女の健康支援 

５ 男女の人権を侵害する暴力等の根絶 

（垂水市配偶者等からの暴力の防止及び被害者支援計画） 

６ すべての人が安心して暮らせる環境の整備 

７ 地域コミュニティにおける男女共同参画の推進 

 

【変更内容】 

・「４ ＳＤＧｓの推進」を「４ ＳＤＧｓについて」に変更。 

・「３ 男女ともに能力を発揮できる就業環境の整備の促進」を「３ すべての人が能力を発揮できる就業環境の整備の促進」に変更。 

・「４ 生涯を通じた男女の健康支援」を「４ 生涯を通じた健康支援」に変更。 

・「５ 男女の人権を侵害する暴力等の根絶」を「５ 人権を侵害するあらゆる暴力の根絶」に変更。 
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項 最終案 素案 

 

１ページ 

 

第１章 計画の位置づけ 

１ 計画策定の趣旨 

  本市では、平成21（2009）年度に「市民一人ひとりが人権を尊重

しあい、性別にかかわらず ともに参画し 活躍できる地域づくりを

めざして」を基本理念に、「垂水市男女共同参画基本計画」を策定しま

した。 

  平成 25（2013）年度に、計画の中間期となったことから、「垂水

市男女共同参画基本計画（後期計画）」を策定し、併せて「垂水市配偶

者等からの暴力の防止及び被害者支援計画」を策定し、男女共同参画

社会１の実現に向けた様々な施策を展開してきました。 

  社会においては、深刻な少子高齢化、人々の生活様式や価値観の多

様化など、私たちの生活を巡る社会経済情勢は急速に変化しており、

すべての人々が、性別に関わりなく、その個性と能力を十分に発揮す

ることができる男女共同参画社会の実現に向け、多くの問題が生じて

います。 

 

（略） 

 

  このような状況を踏まえ、前計画の期間が終了することから、これ

までの取り組みを検証しつつ、引き続き、男女共同参画社会の実現に

向けた施策を総合的かつ計画的に推進するため、「第２次垂水市男女共

同参画基本計画」を策定します。 

第１章 計画の位置づけ 

１ 計画策定の趣旨 

  本市では、平成 21（2009）年度に「市民一人ひとりが人権を尊

重しあい、性別にかかわらず ともに参画し 活躍できる地域づくり

をめざして」を基本理念に、「垂水市男女共同参画基本計画」を策定し

ました。 

  平成 25（2013）年度に、計画の中間期となったことから、「垂水

市男女共同参画基本計画（後期計画）」を策定し、併せて「垂水市配偶

者等からの暴力の防止及び被害者支援計画」を策定し、男女共同参画

社会１の実現に向けた様々な施策を展開してきました。 

  社会においては、少子高齢化の深刻化、人々の生活様式や価値観の

多様化など、私たちの生活を巡る社会経済情勢は急速に変化してお

り、すべての人々が、性別に関わりなく、その個性と能力を十分に発

揮することができる男女共同参画社会の実現に向け、立ち向かってい

かなければならない多くの問題が生じています。 

 

（略） 

 

  このような状況を踏まえ、前計画の期間が終了することから、こ

れまでの取り組みを検証しつつ、引き続き、男女共同参画社会の実現

に向けた施策を総合的かつ計画的に推進するための基本計画として、

「第２次垂水市男女共同参画基本計画」を策定します。 

【変更内容】 

 ・「少子高齢化の深刻化」を「深刻な少子高齢化」に変更。 

 ・「立ち向かっていかなければならない多くの問題が生じています」を「多くの問題が生じています」に変更。 

 ・「男女共同参画社会の実現に向けた施策を総合的かつ計画的に推進するための基本計画として」を「男女共同参画社会の実現に向けた施策を総

合的かつ計画的に推進するため」に変更。 
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項 最終案 素案 

 

３ページ 

 

 

３ 重点目標 

  基本理念ならびに基本目標を実現するために、7 つの重点目標を設

定し、基本施策を展開します。 

① 男女共同参画社会の形成に向けた教育・学習の推進 

② 政策・方針決定過程への男女共同参画の推進（女性活躍推進計画

Ⅰ） 

③ すべての人が能力を発揮できる就業環境の整備の促進 

（女性活躍推進計画Ⅱ） 

④ 生涯を通じた健康支援 

⑤ 人権を侵害するあらゆる暴力の根絶 

（垂水市配偶者等からの暴力の防止及び被害者支援計画） 

⑥ すべての人が安心して暮らせる環境の整備 

⑦ 地域コミュニティにおける男女共同参画の推進 

４ ＳＤＧｓについて 

  ＳＤＧｓの基本理念である「誰一人取り残さない」という考えは、

すべての人が、その人権を尊重され、性別に関わりなく、その個性と

能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現をめざす

本計画に当てはまるものであることから、あらゆる分野において男女

共同参画・女性活躍の視点を確保し、ＳＤＧｓの達成に向けて本計画

を推進します。 

 

３ 重点目標 

  基本理念ならびに基本目標を実現するために、7つの重点目標を設

定し、基本施策を展開します。 

① 男女共同参画社会の形成に向けた教育・学習の推進 

② 政策・方針決定過程への男女共同参画の推進（女性活躍推進計画

Ⅰ） 

③ 男女ともに能力を発揮できる就業環境の整備の促進 

（女性活躍推進計画Ⅱ） 

④ 生涯を通じた男女の健康支援 

⑤ 男女の人権を侵害する暴力等の根絶 

（垂水市配偶者等からの暴力の防止及び被害者支援計画） 

⑥ すべての人が安心して暮らせる環境の整備 

⑦ 地域コミュニティにおける男女共同参画の推進 

４ ＳＤＧｓの推進 

  ＳＤＧｓの基本理念である「誰一人取り残さない」という考えは、

すべての人が、その人権を尊重され、性別に関わりなく、その個性と

能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現をめざ

す本計画に当てはまるものであることから、あらゆる分野において男

女共同参画・女性活躍の視点を確保し、計画を推進することでＳＤＧ

ｓの達成に向けて取り組みます。 

 

【変更内容】 

・「男女」の記載が多く、多様性を反映させるため、「男女」の記載を「すべての人」、「あらゆる」に変更。 

・「３ 男女ともに能力を発揮できる就業環境の整備の促進」を「３ すべての人が能力を発揮できる就業環境の整備の促進」に変更。 

・「４ 生涯を通じた男女の健康支援」を「４ 生涯を通じた健康支援」に変更。 

・「５ 男女の人権を侵害する暴力等の根絶」を「５ 人権を侵害するあらゆる暴力の根絶」に変更。 

・上位概念である「ＳＤＧｓ」の達成に向けて、下位概念である「男女共同参画基本計画」を推進するべきであるため、「４ ＳＤＧｓの推進」

を「４ ＳＤＧｓについて」に変更。「計画を推進することでＳＤＧｓの達成に向けて取り組みます。」を「ＳＤＧｓの達成に向けて本計画を推

進します。」に変更。 
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項 最終案 素案 

 

７ページ 

 

 

第３章 計画の内容 

重点目標１ 男女共同参画社会の形成に向けた教育・学習の推進 

【現状と課題】 

 

 （略） 

 

  男女共同参画を推進していくためには、市民一人ひとりの男女共同

参画についての理解の深化を図ることが必要です。そのため市民に対

して、男女共同参画についての広報啓発を進める必要があります。 

また、人の意識や考え方は幼少期から徐々に育まれるものであり、

学校教育や家庭教育を通じた学びが重要になることから、広報啓発活

動に加えて、学校、家庭、職場、地域などあらゆる場面を通じた教

育・学習の機会を持つことが必要です。 

  さらに、性的指向９や性自認 10 等を理由とする差別や偏見等にかか

わる課題も顕在化しており、性の多様性についての理解促進について

も取り組む必要があります。 

 

第３章 計画の内容 

１ 男女共同参画社会の形成に向けた教育・学習の推進 

【現状と課題】 

 

 （略） 

 

  こうした男女間の不平等感を解消し、男女共同参画を推進していく

ためには、市民一人ひとりの男女共同参画についての理解の深化を図

ることが必要です。そのため市民に対して、男女共同参画についての

広報啓発を進める必要があります。 

また、人の意識や考え方は幼少期から徐々に育まれるものであり、

学校教育や家庭教育を通じた学びが重要になることから、広報啓発活

動に加えて、学校、家庭、職場、地域などあらゆる場面を通じた教育・

学習の機会を持つことが必要です。 

  さらに、性的指向９や性自認 10等を理由とする差別や偏見等にかか

わる課題も顕在化しており、性の多様性についての理解促進について

も取り組む必要があります。 

 

【変更内容】 

 ・「１ 男女共同参画社会の形成に向けた教育・学習の推進」を「重点目標１ 男女共同参画社会の形成に向けた教育・学習の推進」に変更。 

・不平等感を解消すれば、男女共同参画が推進されるというニュアンスに感じることから、文章中の「こうした男女間の不平等感を解消し、」を

削除。 
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項 最終案 素案 

９ページ 

  
【変更内容】 

・「普及」を「広報」に変更。 

・（垂水市男女共同参画基本計画に基づく進捗状況調査、女性の公職参加状況調査）を削除。 

・「の機会を提供します」を「を推進します」に変更。 

・「推進します」を「促進します」に変更。 
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項 最終案 素案 

10 ページ  

 

【変更内容】 

・ＬＧＢＴ以外の性的少数者への配慮が必要なため、「ＬＧＢＴ」を「ＬＧＢＴ等」に変更。 
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項 最終案 素案 

 
11 ページ 

重点目標２ 政策・方針決定過程への男女共同参画の推進 

（女性活躍推進計画Ⅰ） 

【現状と課題】 

 

（略） 

 

本市においては、多くの女性が地域活動等あらゆる分野に参加し、大

きな役割を担っているにもかかわらず、様々な割合が示すように政策・

方針決定過程への女性の参画の状況は十分ではありません。 

２ 政策・方針決定過程への男女共同参画の推進 

（女性活躍推進計画Ⅰ） 

【現状と課題】 

 

（略） 

 

このように、本市においては、多くの女性が地域活動等あらゆる分野

に参加し、大きな役割を担っているにもかかわらず、政策・方針決定過

程への女性の参画の状況は十分ではありません。 

 

 

【変更内容】 

・「２ 政策・方針決定過程への男女共同参画の推進」を「重点目標２ 政策・方針決定過程への男女共同参画の推進」に変更。 

・「このように、」を削除、「様々な割合が示すように」を追加。 
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項 最終案 素案 

 

12 ページ 

 

 

 

【変更内容】 

・「市の管理的地位に占める女性職員の割合」と「市の審議会等委員への女性の登用率」についての数値目標を追加。 

・「地域活動」を「コミュニティ活動」に変更。 
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項 最終案 素案 

 
13 ページ 

重点目標３ すべての人が能力を発揮できる就業環境の整備の促進 

（女性活躍推進計画Ⅱ） 

 

３ 男女ともに能力を発揮できる就業環境の整備の促進 

（女性活躍推進計画Ⅱ） 

 
【変更内容】 

・「３男女ともに能力を発揮できる就業環境の整備の促進」を「重点目標３すべての人が能力を発揮できる就業環境の整備の促進」に変更。 

・「待遇の確保等や」を加筆。 

・「市役所においては、「特定事業主行動計画」に基づき推進します」を削除。 
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項 最終案 素案 

 
16 ページ 

重点目標４ 生涯を通じた健康支援 

【現状と課題】 

 男女共同参画社会の形成にあたっては、心身の健康に関する取組は重

要です。 

そのため、性にかかわる身体的特徴に理解を深め、心身の健康につい

ての正確な知識・情報を入手することにより、健康を享受できるよう支

援することが必要です。 

特に女性は、心身の状態が年代によって大きく変化するという特性や

妊娠・出産の可能性もあるなど、生涯を通じて男女は異なる健康上の問

題に直面することについて「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ」（性と

生殖に関する健康と権利）17に基づく十分な配慮が必要です。 

また、若年層を中心とした望まない妊娠や性感染症の実態等様々な課

題があり、その背景には、性についての正しい理解の浸透と互いの性を

尊重する意識不足にあります。 

そのため、誰もがその生涯を通じて身体的・精神的・社会的に良好な

状態を享受した安心安全でより良い生活が送ることができるよう、男女

共同参画の視点に立った生涯を通じた心身の健康に関する支援を行い、

多様なライフスタイルに対応できるよう総合的な施策の展開に取り組み

ます。 

 

４ 生涯を通じた男女の健康支援 

【現状と課題】 

男女共同参画社会の形成にあたっては、心身の健康に関する取組は重

要です。 

そのために男女それぞれの性にかかわる身体的特徴に理解を深め、心

身の健康についての正確な知識・情報を入手することにより、健康を享

受できるよう支援することが必要です。 

特に女性は、心身の状態が年代によって大きく変化するという特性や

妊娠・出産の可能性もあるなど、生涯を通じて男女は異なる健康上の問

題に直面することについて「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ」（性と

生殖に関する健康と権利）17に基づく十分な配慮が必要です。 

また、若年層を中心とした望まない妊娠や性感染症の実態等様々な課

題があり、その背景には、性についての正しい理解の浸透と男女が互い

の性を尊重する意識不足にあります。 

そのため、誰もがその生涯を通じて身体的・精神的・社会的に良好な

状態を享受した安心安全でより良い生活が送ることができるよう、男女

共同参画の視点に立った生涯を通じた心身の健康に関する支援を行い、

多様なライフスタイルに対応できるよう総合的な施策の展開に取り組

みます。 

 

 

【変更内容】 

・「４ 生涯を通じた男女の健康支援」を「重点目標４ 生涯を通じた健康支援」に変更。 

・「男女」の記載が多く、多様性を反映させるため、「に男女それぞれの」と「男女が」を削除。 
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項 最終案 素案 

 
17 ページ 

 

 

 

【変更内容】 

・「施策の方向① 生涯を通じた男女の健康の保持増進」を「施策の方向① 生涯を通じた健康の保持増進」に変更。 

・「男女」の記載が多く、多様性を反映させるため、「男女が」を「すべての人が」に変更。同じく、「男女の」を削除。 

・「長寿健診」を追加。 

 

 



12 

 

  

項 最終案 素案 

 
18 ページ 

重点目標５ 人権を侵害するあらゆる暴力の根絶 

      （垂水市配偶者等からの暴力の防止及び被害者支援計

画） 

【現状と課題】 

  （略） 

 

  そのうち、配偶者等からの暴力 18や職場等におけるハラスメント、

ストーカー行為、性犯罪・性暴力等の被害者の多くは女性です。その

背景には、社会において、男女が置かれた状況の違いや根深い偏見が

あり、これらの暴力の根絶は、男女共同参画社会を形成する上で重要

な課題です。 

  平成 30 年度の市民意識調査では、配偶者や親しい異性から暴力

や嫌がらせを受けた人が13.9％おり、暴力は依然として存在してい

ます。 

  また、近年情報通信技術（ＩＣＴ）の進化やＳＮＳ19 などの新た

なコミュニケーションツールの広がりに伴い、子どもや若者が当事

者となりやすい性犯罪、交際相手からの暴力（デートＤＶ）20 など

が問題となっていることから若年層に向けた予防啓発を推進する必

要があります。 

 （略） 

 

５ 男女の人権を侵害する暴力等の根絶 

 （垂水市配偶者等からの暴力の防止及び被害者支援計画） 

【現状と課題】 

  （略） 

 

  そのうち、配偶者等からの暴力 18や職場等におけるハラスメント、ス

トーカー行為、性犯罪・性暴力等の暴力の被害者の多くは女性です。そ

の背景には、社会における男女が置かれた状況の違いや根深い偏見があ

り、これらの暴力の根絶は男女共同参画社会を形成する上で重要な課題

です。 

  平成 30年度の市民意識調査では、配偶者や親しい異性から暴力や嫌

がらせを受けた人が13.9％おり、暴力は依然として存在しています。 

  また、近年情報通信技術（ＩＣＴ）の進化やＳＮＳ19などの新たなコ

ミュニケーションツールの広がりに伴い、子ども・若者が当事者となり

やすい性犯罪、交際相手からの暴力（デートＤＶ）20などが問題となっ

ていることから若年層に向けた予防啓発を推進する必要があります。 

  （略） 

【変更内容】 

・「５ 男女の人権を侵害する暴力等の根絶」を「重点目標５ 人権を侵害するあらゆる暴力の根絶」に変更。 

・「おける」を「おいて」に変更。「・」を「や」に変更。 
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項 最終案 素案 

 

20ページ 
重点目標６ すべての人が安心して暮らせる環境の整備 

【現状と課題】 

  家族形態の多様化、雇用・就業構造の変化、経済のグローバル化

などが進行する中で、幅広い層で貧困など生活上の困難に陥る人の

増加が見られます。 

  特に、ひとり親家庭や高齢者、障がいのある人、女性などは、厳

しい生活環境や雇用環境に置かれやすい状況にあります。 

特に女性は、出産・育児等により就業を中断する人や非正規雇用

者が多いこと、賃金等の男女格差があること、配偶者等からの暴力

やセクシュアル・ハラスメントの被害により社会生活に支障をきた

すことなどで、男性に比べて生活上の困難に陥りやすくなっていま

す。 

  このような状況の中、生活上の困難や課題に直面している人が安

心して暮らせるようになるためには、固定的性別役割分担意識の解

消を基盤とする多様な家族形態やライフスタイルを認め合う意識

の醸成や環境整備など、性別にかかわりなく個人としてのニーズに

配慮した取組の推進が必要です。 

 

６ すべての人が安心して暮らせる環境の整備 

【現状と課題】 

  家族形態の多様化、雇用・就業構造の変化、経済社会のグローバル化

などが進行する中で、幅広い層で貧困など生活上の困難に陥りやすい人

の増加が見られます。 

  特に、ひとり親家庭や高齢者、障がいのある人、女性などは、厳しい

生活環境や雇用環境に置かれやすい状況にあります。 

そのうち女性は、出産・育児等より就業を中断する人や非正規雇用者

が多いこと、賃金等の男女格差があること、配偶者等からの暴力やセク

シュアル・ハラスメントの被害により社会生活に支障をきたすことなど

で、男性に比べて生活上の困難に陥りやすくなっています。 

  このような状況の中、生活上の困難や課題に直面している人が安心し

て暮らせるようになるためには、固定的性別役割分担意識の解消を基盤

とする多様な家族形態やライフスタイルを認め合う意識の醸成や環境

整備など、性別にかかわりなく個人としてのニーズに配慮した取組の推

進が必要です。 

 

 

【変更内容】 

・「６ すべての人が安心して暮らせる環境の整備」を「重点目標６ すべての人が安心して暮らせる環境の整備」に変更。 

・「経済社会」を「経済」に変更。 

・「陥りやすい人」を「陥る人」に変更。 

・「そのうち」を「特に」に変更。 
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項 最終案 素案 

 
21 ページ 

 

（略） 

 

 

 

【変更内容】 

・すべてのひとり親・高齢者が、支援が必要と捉えかねないため、「ひとり親家庭は」を「ひとり親家庭等の中には」に変更。 

・「難しいこと等から」を「難しいことなどから」に変更。 

・外国人が既存の地域社会に参加するというように感じるため、「また、地域に暮らす外国人が地域の一員として積極的に参画できるよう相互

理解と交流を促進します」を「また、地域社会において、地域に暮らす外国人と地域の人々が、ともに参画できるよう相互理解と交流を促進し

ます」に変更。 

 

 

（略） 
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項 最終案 素案 

 

23 ページ 
重点目標7 地域コミュニティにおける男女共同参画の推進 7 地域コミュニティにおける男女共同参画の推進 

【変更内容】 

・「7 地域コミュニティにおける男女共同参画の推進」を「重点目標7 地域コミュニティにおける男女共同参画の推進」に変更。 


